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研究成果の概要（和文）：児童文学作家とみなされているエクトール・マロが、大人向けの作品のなかで戦争や
金や愛といったテーマをどのように描いたのかについて、国内の学会誌に論文が掲載されたほか、フランス、カ
ナダ、アメリカの国際学会で発表した。フランスとカナダでの発表内容は、いずれも令和6年に国際共著として
出版される。また、みずからフェミサイドと文学に関する国際学会も開催し、発表内容はオンラインの国際紀要
に掲載された。そのほか、雑誌『ふらんす』でマロの関連作品を紹介し、高志の国文学館で講演をするなど、研
究の成果を一般にも広く公開することができた。さらに、後世の犯罪学者であるド・グレーフとマロの関係性に
も気づくことができた。

研究成果の概要（英文）：On the description of war, many and love, my article is inserted in a 
Japanese revue. I have also made presentations in Canadian, American and French conferences, and two
 books in cooperation with researchers from other countries will be published in France in 2024. I 
organized an international conference on femicide and literature, and our articles are published in 
a French online journal.
In addition, I wrote articles in a magazine and gave a conference in a municipal library, in order 
to present the results of my research to the general public.

研究分野： ヨーロッパ文学

キーワード： マロ　女性　愛　光　闇　犯罪

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
エクトール・マロは日本でもフランスでも子供向けの作家として知られている。しかし実際には大人向けの作品
を多く発表していた。本研究はそのなかでもとくに戦争や女性や愛情といったテーマに注目し、マロの大人向け
作品の特徴を明らかにしようとするものである。これまでの研究のなかで、光と闇がマロ作品を理解するうえで
重要な比喩であることがすでにわかっていたが、3年間にわたる国内外での学会発表や国際共著の執筆をとおし
て、マロが、愛ゆえに近代社会の原始的な闇のなかに生きる女性と、愛ゆえに新しい時代を切り開いてゆく女性
の両方を描いていたことが明らかになった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 エクトール・マロは『家なき子』の作者として知られていることから、日本だけでな
く本国フランスでも、子供向けの作家として知られており、文学研究では重視されてこ
なかった。 
しかし実際には大人向けの作品のほうを多く残しており、そうした作品のなかでは犯
罪や戦争、金銭や女性といったテーマを多く扱っていることが、フランスの先行研究や
自身のこれまでの研究によって明らかになっていた。 
 
２．研究の目的 
そこで本研究は、エクトール・マロの評価を、日仏両語での論文はもちろんのこと、
翻訳、専門書、一般書の出版を通じて、世界的に一新することを目的とした。 
これにより本研究は、マロについての国内外の研究の発展に貢献できるだけでなく、
マロとの関係をめぐって、19 世紀フランス文学研究全体に新たな可能性を提供するこ
とになることが見込まれた。 
 
３．研究の方法 
 令和 3年から 5年にかけて、毎年 1作品について、日本語もしくはフランス語で研究
発表を行い、その成果をまずは世界に向けてフランス語論文として発信し、そのうえで
日本語での講演や解説をとおして国内に広めるという方法を取ることとした。 
 
４．研究成果 
令和 3 年度前期は、エクトール・マロの『青い血』における金銭の描写を中心に分析
を行なった。しかし夏は感染症の拡大により渡仏ができず、フランスでの調査も関係者
との面会もかなわなかった。後期にはアメリカの 19 世紀フランス学会にオンラインで
参加し、犯罪と文学について発表をした。また、日本フランス語フランス文学会中部支
部大会で、 マロについての口頭発表を行なった。そのほか、雑誌『ふらんす』で、マ
ロについての連載を行った。 
令和 4 年の 5 月にはカナダのフランス文学会(オンライン)に参加し、文学と刑務所に
ついてフランス語で発表を行った。7月には、高志の国文学館(富山)で講演し、おもに
『家なき子』を知る世代を対象に、彼の社会派作品について、また彼の作品における犯
罪や欲望について、これまでのマロ研究の成果をもとに話をし、研究成果を広く一般に
公開することができた。夏には、19 世紀末のマロと共通点をもつ 20 世紀の精神科医ド・
グレーフについて、ベルギーに赴き調査を行った。10 月には、文学作品のなかで女性の
殺害がどのように描かれてきたのかについて、歴史家の Marc Renneville を招いて国際
ワークショップを企画・開催し、フランス語で発表した。その内容は、フランスのオン
ライン紀要 Criminocorpus に日仏両語で掲載された。3月には、マロの『青い血』をめ
ぐるフランス語論文が学会誌に掲載された。 
令和 5 年前期には、ハンガリーで行われた国際学会で、文学と隠語について発表を行
った。9 月には、フランスで開かれた国際シンポジウム「光と影の女性たち」（2023 年
のテーマは「アウトローな女性たち」）に参加し、これまでの研究結果も紹介しつつマ
ロの『共犯者たち』を分析する発表を行った。日本からの参加は初めてであるというこ
と、マロは開催地オルレアンとも縁の深い作家であるもののやはり子供向け作品しか知
られていないこと、何よりマロについての本格的な研究はフランスでも少ないことから、
発表は大変好評であった。また、マロ友の会のメンバーがプログラムを見て発表を聞き
にきてくれており、入会を勧めてくれたうえ、会長の連絡先も教えてくれた。同じく発
表に感銘を受けてくれた元上院議員やフェミニズム団体の副代表とも交流をし、研究の
地平をさらに広げることが できた。11 月には、前述のド・グレーフについて、『犯罪へ
至る心理:エティエンヌ・ド・グレーフの思想と人生』と題する単著を出版し、そのな
かでマロとの共通点についても考察した。 
なお、令和 4 年に行ったアメリカの学会での発表と、令和 5 年に行ったフランスの学
会での発表は、いずれも国際共著として、令和 6 年に出版されることが決定している。 
3 年間の研究を通して、最終的に以下のことが明らかになった。エクトール・マロの大
人向けの作品では、光と闇、近代と未開といった比喩で、金銭がらみの犯罪や、女性た
ちの姿が描かれている。長い間、子供向けの作家として捉えられてきただけに、これは
大人の読者の教育─悪いことはしないという読者のいわば「近代化」─を目的としてい



たからだと思われてしまいかねない。 
しかしマロが行いたかったのは、読者の教育ではない。マロはむしろ、圧倒的な光で
暗闇へと追いやられてしまった人々に、正義の光ではなく独自のやさしい光を当て、彼
らの、さらには追い詰めた側の苦しみをも浮かび上がらせようとしていたのである。 
そのうえ晩年の『共犯者たち』では、新しい女性が描かれている。夫から疎まれてい
る主人公は、暗闇を利用して愛人と逢瀬を繰り返す。やがて二人は共謀して夫を殺害す
るのだが、犯罪が露見する前に罪を告白した彼女は、自由の身となり、新しい人生に向
けて歩んでゆくのである。 
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対立から和合へ─エクトール・マロの『青い血』（1885）─

 ４．発表年

 ４．発表年

 ３．学会等名



６．研究組織
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